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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

本研究テーマは次のような３つの研究目的を持って、進めた。
(A) 高次元標準特異点の特異点解消

(B) マッカイ対応の一般化

(C) ミラー対称性の数学的解釈およびその一般化

以上３つの研究についての成果を以下に述べる。

(A) 2次元、3次元の特殊線形群の有限部分群による商特異点の解消について、群が可換な場合には、トーリック幾何学を用いてクレパントな特異点解消が構成できることが知られていた。またこれらは、Ｇ－ヒルベルトスキームとして構成できることも知られていた。また、Ｇ－ヒルベルトスキームは2次元の場合、グレブナー基底を用いて構成できることも分かっていたので、これを高次元に拡張する研究を行った。その結果、群が可換な場合は、すべて同様に拡張できることが分かったが、Ｇ－ヒルベルトスキームは必ずしも特異点解消を与えるとは限らないこともわかった。したがって、Ｇ－ヒルベルトスキームは、不変式論的にも、モジュライ理論的にも、よい性質もをもつものであるが、クレパントな特異点解消としては、適切でないことがわかった。ただし、2次元・3次元では有効であるので、非可換な群の特異点解消を、グレブナー基底を用いて構成するなど、可換な群の場合の結果を応用する方法を研究中である。
(B) 高次元のマッカイ対応は、高次元のクレパントな特異点解消が存在するときに成り立つことがわかっているが、知られている対応は導来圏を用いた抽象的な対応である。そこで、それをより幾何学的な対応として構成することを研究した。なお、導来圏を用いた対応は群の表現との対応であるが、共役類を用いた対応の高次元への拡張を考えている。これは、オービフォールドコホモロジーの研究とも関係があるが、群が可換な場合しかあまり研究されていないので、すでに私自身が得ている非可換な群の特異点解消とも関連付けた研究を行っている。これは当研究費で訪問したプリンストン高等研究所で、他の研究員と勉強・共同研究も行った。
(C) ミラー対称性やオービフォールドコホモロジーの勉強を一緒にしていた佐藤文敏氏との共同研究により、曲線のモジュライ空間の位相不変量である環の生成元に関する公式を求めた。これはArcara氏と佐藤氏の次数１の場合の結果の拡張であるが、これを次数３まで求めることが最終目標であり、現在進行中である。
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	欧文概要　ＥＺ

Graber and Vakil proved that every codimension g class in the tautological ring of M_{g,1} is supported on the boundary strata with at lest one genus 0 component.  In this paper, we find an explicit topological recursion relation for ${(2\psi_1)}^g-\lambda_1{(2\psi_1)}^{g-1}+\cdots+(-1)^g\lambda_g$

in the tautological ring of M_{g,1} as a combination of classes supported on boundary strata.
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